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1.鳳凰文心葉形杏葉（表面写真） 
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1.二連三葉文心葉形杏葉（表面写真） 

2.二連三葉文心葉形杏葉（拡大写真）

3.二連三葉文心葉形杏葉（拡大写真）

4.棘葉形杏葉



カラー図版４

1.金銅製歩揺付飾金具（雲珠）（復元 CG画像） 

2.ガラス装飾付雲珠

3.鉢状雲珠Ｂ
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1.弭

2.Ｕ字形刃先

3.鉄斧
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カラー図版８

1.小札甲 

（出土時写真上層・北東上から） 

2.小札甲 

（出土時写真下層・北東上から） 

3.小札甲 

（出土時写真下層・南東から） 



序

　福岡県の西北部、玄界灘沿岸に位置する古賀市は、白砂青松の海岸を前にし、緑豊かな犬
鳴山系を背にした、自然豊かな地域であります。このような地勢により古くから交通の要衝
として栄え、地域の歴史を今に伝える貴重な遺跡も数多く残っております。
　平成 28 年に国史跡となった船原古墳には、前方後円墳に伴う土坑に豪華な馬具をはじめ、
武器武具などが大量に納められていました。
　これらの遺物は、谷山北地区遺跡群文化財調査指導委員会の指導のもと九州歴史資料館と
ともに最新の調査手法を駆使して多大な成果を上げつつありますが、遺跡の総括を行う正報
告までにはいましばらく時間がかかります。
　本書は、平成 29年度までの遺物調査についての成果をまとめた概要報告であり、学術研究
の一助として、また文化財保護の高揚に寄与することがあれば幸いです。
　最後になりましたが、調査に多大なご協力をいただいた関係各位には、厚くお礼申し上げ
るとともになお一層のご支援をお願い申し上げる次第です。

　平成 31年 3月 31 日
古賀市教育委員会

教育長　長谷川　清孝



例　言
１．�本書は古賀市教育委員会が、平成 26年度から平成 30年度に、国庫補助事業として実施した埋蔵文化財発掘調査
のうち、１号土坑出土遺物の調査に関する現時点での記録である。

　　　本書には下記の遺跡の調査記録を収録した。
　　　　遺跡名　船原古墳　ふなばるこふん
　　　　所在地　�福岡県古賀市谷山 1166-1、1167、1168、1169、1170-3、小山田 506-4、507-2、508-2、528-2、

529-2、530、531、532-2
２．本書に使用した方位は全て真北である。使用した座標系は世界測地系である。
３．�本書に掲載した１号土坑遺物出土状況図は、株式会社とっぺんに作成を委託した遺構実測図を基に、岩橋由季が
編集したものである。

　　また、平成 27年度までの発掘調査に係る実測図は調査報告書より転載した。
４．�本書に使用した遺物出土状況写真は古賀市教育委員会調査担当者が撮影した。遺物写真は九州歴史資料館が撮影
した他、株式会社写測エンジニアリングに撮影を委託した。CT画像は九州歴史資料館が撮影し、STL 画像の作
成は株式会社とっぺんに委託した。

５．�挿図及び写真のデジタルデータは古賀市立歴史資料館にて保管している。出土遺物は現在九州歴史資料館にて整
理作業中である。

６．�本書の執筆は岩橋由季、編集・校正は古賀市教育委員会担当者が行なった。なお、小札甲に関する報告は佐賀大
学芸術地域デザイン学部重藤輝行教授にご指導いただいた。

７．�なお、出土遺物は現在も整理作業中である。したがって、本書の報告内容は今後の調査を経て修正を余儀なくさ
れることもあり得る。この点を注意して本書の利用を願うものである。
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第１章　はじめに
第１節　調査の経過
平成 25年３月、経Ӧମ育成基൫整උ事業小ೆ部地区の΄整උ事業に伴って実施した発掘調
査において、船原古墳の墳ٰ֎とされるྡ地から遺物埋納坑ʢ１号土坑ʣが発ݟされた。これを
ड͚古賀市教育委員会は平成 27年度までの間に遺物埋納坑群及び船原古墳の࠶調査を行い、平成
27年度に遺構の調査成果をまとめた報告書ʰ船原古墳ᶗʱをץ行した。
一方、出土遺物の整理、保ଘॲ理は平成 26年度Ҏ߱ܧଓして行Θれており、報告書のץ行ྃ
までには数年を要する。本書は、遺物調査の中間報告として、平成 29年度までに໌らかになった
所ݟをまとめるものである。

平成26年度の調査
出土整理を行うにઌ立ち、औり上げた遺物について、九州歴史資料館で撮影された̘̩画像の
ղੳ及びղੳ݁果に基ͮく遺物のྨを行った。また、遺構埋土の一部についてਫચબผを実施し
た。
平成27年度の調査
馬ᡡのΫリーニング作業及び一部ۚଐ器の保ଘॲ理を行った。また、平成 25年度に実施された
１号土坑のࡾ次ݩ測量成果と遺物の̘̩画像ղੳデータを߹成し、遺物出土状況図を作成した。２
号土坑についても平成 26年度実施のࡾ次ݩ測量データを基に遺物出土状況図を作成した。
平成28年度の調査
１号及び３号土坑の遺物を中৺にΫリーニング作業を行い、作業のྃした遺物について実測作
業を実施した。１号土坑について、ࡾ次ݩ測量データと遺物の̘̩画像データとの߹成データに基
ͮく遺物出土状況ݕ౼用ιϑτの作成にண手した。
また、出土ਢܙ器のݩڅڙについて໌らかにするため、九州大学に委託し土ੳを行った。
平成29年度の調査
１号土坑の遺物を中৺にΫリーニング作業を行い、ฒ行して遺物の実測作業を実施した。１号土
坑の遺物出土状況ݕ౼用ιϑτの作成もܧଓして行った。出土ਢܙ器の土ੳは、ݩڅڙのީ補
地とਪఆされるपล地域の༼跡出土をରにؚめ実施した。また、１号土坑埋土の一部について、
ਫચબผを行った。
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第２節　調査組織

調査ओମ　　　　　　古賀市教育委員会
教育長　　　　　　　ߥ　ོ　　�ʢ平成 26年度ʣ
　　　　　　　　　　長谷川　清孝�ʢ平成 27年度ʙʣ
教育部長　　　　　　٢ଜ　ത文　�ʢ平成 26年度・平成 27年度ʣ
　　　　　　　　　　清ਫ　ສཬࢠ�ʢ平成 28年度・平成 29年度ʣ
　　　　　　　　　　青谷　ঢ　　�ʢ平成 30年度ʣ
αンϑϨアこが館長　力ؙ　ত　�ʢ平成 26年度・平成 27年度ʣ
文化՝長　　　　　　　ඒ߳　�ʢ平成 28年度・平成 29年度ʣ
　　　　　　　　　　力ؙ　ত　�ʢ平成 30年度ʣ
文化財係長　　　　　下　༃࢜　�ʢ平成 26年度ʙ平成 29年度ʣ
　　　　　　　　　　Ҫ　ӳ໌　　�ʢ平成 30年度ʣ
文化財係　業ओ査　甲൹　孝࢘　�ʢ平成 26年度ʙʣॸ・調査担当
　　　　　託　　　藤　խ基　�ʢ平成 27年度ʣ調査担当
　　　　　　　　　　立ੴ　真ೋ　�ʢ平成 27年度ʙʣॸ
　　　　　ओ事　　　岩橋　由季　�ʢ平成 28年度ʙʣॸ・調査担当
　　　　　　　　　　大ߐ　ಓࢠ　�ʢ平成 30年度ʣॸ
調査協力　九州歴史資料館
保ଘ管理൝長　　　　Ճ藤　ࡀ　�ʢ平成 26年度ʙʣ
保ଘ管理൝　　　　　小ྛ　ܒ　　�ʢ平成 26年度ʙʣ

平成 28年度、古賀市の組織վ編に伴い、所管՝はʮαンϑϨアこがʯからʮ文化՝ʯにมߋし
ている。
なお、平成 25年̔月に発した谷山北地区遺跡群文化財調査指導委員会からは、ͦの後ຖ年３
ճఔ度指導委員会を։࠵し、調査方、方法に関するご指導をいただいている。委員は下記のと
おりである。
会長　　　　田中ྑ೭　九州大学教授ʢ平成 25年̔月ʙ平成 27年３月ʣ
　　　　　　今節ੜ　九州国立ത物館ത物館Պ学՝長ʢ現ಸྑ大学教授ʣʢ平成 27年７月ʙʣ
෭会長　　　今節ੜ　九州国立ത物館ത物館Պ学՝長ʢ平成 25年̔月ʙ平成 27年６月ʣ
　　　　　　౧㟒༞ี　福岡大学教授ʢ平成 27年７月ʙʣ
委員　　　　౧㟒༞ี　福岡大学教授ʢ平成 25年̔月ʙ平成 27年６月ʣ
委員　　　　重藤輝行　佐賀大学教授ʢ平成 25年̔月ʙʣ
委員　　　　௰田३一　九州大学।教授ʢ平成 26年７月ʙʣ
　˞�田中ྑ೭ࢯが平成 27年３月にご੦ڈされたことから、新たに௰田३一ࢯに委員をお願い
することとなった。
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第２章　位置と環境ʢ'JH� １ʣ
第１節　地理的環境
古賀市は福岡市の౦北 17ᶳに位置し、ೆ 西で૮܊新ٶொ、ೆ ౦で૮ٱ܊山ொ、北で福市、
౦でٶए市にྡする。౦西 11�1ᶳ、ೆ北 7ᶳ、໘ੵは 43ὕである。
市の౦部には犬鳴山地の山ʑがͦびえ立ち、ͦこからੜするٰྏは福市境ʢچफ像܊境ʣ、
市中ԝ部、新ٶொ境と大͖く３か所で海岸ଆとுり出している。ओ要Տ川は市中ԝ部を西にྲྀれ
る大ࠜ川、市ೆ西部を北西にかってྲྀれる青༄川の྆ਫ系があり、海岸ۙくで߹ྲྀしՖ川となっ
て玄界灘注͙。市域はこれらのՏ川によって΄΅３される。大ࠜ川ਫ系として、ન川、ถ多
ൺ川があり、青༄川にはༀԦࣉ川、谷山川、小山田川が߹ྲྀする。
船原古墳は古賀市の中ԝ寄りの内部に位置し、海岸からのઢڑは 4�7ᶳである。遺跡は
谷山川のӈ岸に平行して৳びるٰྕのઌ部に所在する。このٰྕの基൫はՖቋ岩である。

第２節　歴史的環境
船原古墳は６世لʙ７世لॳ಄にられたとߟえられる。ͦこで船原古墳出現Ҏ前の古墳時
の市内の遺跡を概؍したい。
市内で֬ೝされた古手の遺跡には、前ظにるՄੑがあるༀԦࣉのਂொ古墳群がある。円墳の
１号墳、方墳の２号墳とᆵが１基あり、ஙॱは１号墳ˠ２号墳ˠᆵと報告されているʢ注１ʣ。
ங時ظは４世لにるとߟえられる。また、集མとしては４世ل前の遺物が出土した新原
のଠ田ொ遺跡がある。
５世لにೖると、市内で古墳のங数が૿Ճする。大ࠜ川のӈ岸には、ܘ 6ʙ 20N΄どの円
墳群からなるઍௗ古墳群、ಉじく円墳からなるՖݟ古墳群がある。ઍௗ 21号墳からはమ・ྨ
22、ྨۄ号墳からはమ、మ᭲、ۚಔਨ০の出土がΈられる。また、Ֆ１ݟ号墳ではಔ۴、
ླ、మ・、మි、మ２、ח号墳ではྨۄۏபܗੴ、۳、３号墳ではྨۄ、ڸ、మිの෭
が֬ೝされている。また、この地域の集མとしてはྲྀ遺跡がある。Ֆ川ࠨ岸ではӬӜ古墳群が
Ӧされる。ӬӜ４号墳では、మ・、మໃ、మ᭲、֯ࡾ൘මཹ甲、ԣഠ൘මཹඑ൳ႀ大
量の武器・武具が出土している。青༄川上ྲྀでは、馬ଋϲӜ遺跡̛地区で古墳群がӦされてい
る。෭はమ、మ᭲のమ武器ྨを中৺とする。青༄川ӈ岸には川原҇山古墳群が位置し、
最も多くの෭が出土した̔号墳では、మි、మ܃ઌ、మ㭹、మໃが出土している。
６世لには、大ࠜ川ӈ岸でՖݟ古墳がஙされる。ओମ部からは、ۚಔ馬具ྨ、ಔ、ۚಔ
ࢠをؚΉ豊な෭が出土している。青༄川ࠨ岸ではϲ௶・Ӝޱ古墳群、ೇӜ・中ཬ古
墳群がӦされる。ೇӜ・中ཬ̖１号墳からは、಄大とਪఆされる大が出土している。青༄
川上ྲྀではӝඌ・കϲ内古墳群がܗ成され࢝める。ܘ 10 数Nの円墳からなる古墳群で、27 号墳
からはۚಔのڸ൘ۻが出土している。
Ҏ上のように、５世لҎ߱市内各地でܧଓ的に古墳がஙされ、かつ各地域にಥ出した෭を
༗する古墳がଘ在したということが言える。ただし、船原古墳Ҏ֎に市域では前方後円墳は発ݟさ
れていない。また、船原古墳土坑出土と市内の他の古墳の෭とをൺֱすると、船原古墳土坑
出土は࣭・量ڞにൈ͖ん出たものであることはಛ筆されよう。

注１．ੴ山܄編 1978ʰ九州ॎ؏自ಈंಓ関係埋蔵文化財調査報告ᶠᶠᶗʱ福岡県教育委員会
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第３章　調査の方法
第１節　１号土坑遺物出土状況の調査方法
船原古墳が位置するٰྕのೆ西ଆにある調査区から船原古墳に伴う土坑が７基֬ೝされ、このう
ち１号土坑をؚΉ５基を調査した。
１号土坑からは多量のۚଐ器がંり重なって出土しており、かつ埋土内にはࡐ࣫、ણҡの
༗࣭ػが多量に遺ଘするとߟえられた。ͦのため、通ৗの出土状況の記録にՃえて、ۚଐ器とあΘ
ͤて馬具、武器、武具を構成していたۚଐҎ֎の࣭ࡐ、ࡐ、ણҡのࠝแࡐを使用した遺物
埋納方法の෮ݩを目指した記録と、ͦのためのಛघな遺物のऔり上げ方法がඞ要であった。この点
にண目した九州国立ത物館Պ学՝長ʢ現ಸྑ大学教授ʣの今節ੜࢯにご助言いただ͖、手書͖の
実測図と写真撮影による記録にସえてࡾ次ݩ測量を導ೖした。
遺物出土状況のࡾ次ݩ測量は遺物のऔり上げと平行して߹３ܭճ行った。これにより、重層化し
た遺物の出土状ଶをࡾ次ݩ的に記録することがで͖た。
遺物のऔり上げは、九州歴史資料館のՃ藤ࢯࡀ、小ྛࢯܒの多大な協力によりՄとなった。
औり上げは重なり߹う遺物をͤͣにணしたままとし、Մなݶり遺物पғの土ごとϒϩο
Ϋ୯位でऔり上げて൪号をした。
औり上げ後の遺物は、九州歴史資料館とڞಉでϒϩοΫごとに̭ઢ̘̩εΩϟφʢҎ下̘̩ʣに
よる撮影が行Θれた。これによりݸʑの遺物のஅ層像とࡾ次ݩ像が得られ、この画像を基に遺物の
छྨ数量の調査を実施した。ͦの݁果ந出された各遺物のࡾ次ݩ像と現で記録した遺物出土
時のࡾ次ݩ測量データの߹成データฒびにιϑτを作成し、各遺物の出土状況のݕ౼を行っている。

第２節　遺物の調査方法
औり上げたϒϩοΫごとに̘̩撮影を行った後、ͦの画像を基にして遺物の調査を実施した。こ
れにより、土中にある遺物のछྨ数量について໌らかになった。ͦの後、九州歴史資料館におい
てΫリーニング作業を実施し、作業のྃした遺物から古賀市及び九州歴史資料館において実測を
行った。また、ඞ要にԠじ、ۚଐ器ಉ࢜あるいはۚଐ器と༗࣭ػが᭕ணした状ଶでの図化も行って
いる。
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第４章　遺構の概要ʢ'JH� ２ʙ４ʣ
１号土坑は船原古墳の後円部西ଆに位置する。ओ࣠方位は船原古墳と΄΅ಉじで、̣ 37� ̬であ
る。平໘ܗはܗࣈ̡ٯをఄし、長さ 5�3N、෯は 0�8Nʙ 2�3N、ਂさ 0�8Nఔである。土坑চ໘
もؚめて遺構内でり߹い関係はなく、遺物の出土状況にෆ自然なཚれも֬ೝで͖なかったことか
ら、１度の掘によってܗ成された土坑に遺物を置いた後、埋めしたものとߟえられる。นମは
΄΅ਨに立ち上がるʢ注１ʣ。
出土遺物は大がচ໘に置かれたようにあり、物によってはੵΈ上げられたようなものもある。
平成 30年度までに֬ೝで͖た遺物は、馬具、武器、武具、具がओで、ͦの他छผෆ໌のも
のഁยをؚめると総ܭは 500 点をえる。
遺物の置は、北、中ԝ、ೆの３つに大͖く͚られる。ただし、遺物のपลから出土した༗ػ
࣭から、ͦれͧれの中で各遺物がさらに小͚されていたՄੑもある。Ҏ下、北からೆに遺物出
土状況を記載する。
土坑北ଆはচ໘に࣫ృٷがଋで置かれていた。中ԝにۭ間があり、౦西の２つに͚られ、
西ଆは྆಄ۚ具、ኤが֬ೝで͖るが、౦ଆでは֬ೝで͖ない。ኤは北ଆ部から１点、ೆଆ部か
ら２点出土しており、出土状況からはٷにணされた状ଶであったとਪఆされる。྆಄ۚ具はೆ
で出土した。࣫ృٷの中ԝۙにమ地ۚಔுのҌが置かれていた。西ଆが前ྠ、౦ଆが後ྠで、
౦ଆにれたような状ଶで出土している。後ྠଆからはүۚ具のԑとਪఆされるഁยと䧧ۚ具１点
が出土した。Ҍの北ଆ西น寄りからは、চ໘からුいた状況で一ରのమಂが出土した。また、౦
น寄りからは、䧧ۚ具２点とಂのۚ具２点、োటのۚ具３点が出土している。ಂのۚ具は前
ड़のమಂに伴うものではないため、ಂがもう一ରあったとਪఆされる。ۙからはこの他に
も⇓具が出土しているが、Կにଐするかはෆ໌である。後ྠのೆ౦には、นにしてౙ
文৺༿ڸܗ൘１ۻ点とΨϥε০௰ۚ具６点、ۚಔ⇓具２点がまとまって出土しており、こ
れらは໘ܨ一式とࢥΘれる。このೆ౦ଆから後ड़する馬ᡡまでの間には、一部࣫ృٷの上に重
なって、Ҍのೋ٭ම状ۚ具６点䧧ۚ具１点、ಂのۚ具２点が出土している。
中ԝ部の北ଆからは、ԣしになった馬ᡡがඓを西に͚た状ଶでচ໘からුいて出土してい
る。馬ᡡのೆଆにはమ൘小札のଋのࠟ跡とࢥΘれる࣫ບが大量にંり重なっていたが、छผはෆ
໌である。ͦのೆからは小札甲１ྖとͦのଐ具が出土している。これはࣼめにれながら、上部
がམちࠐんだ状ଶとなっているが、ৄࡉは現在調査中である。小札甲のೆからは、ಂのۚ具２点
Ҍの䧧ۚ具２点が出土した。
土坑のೆଆは西にுり出したようなܗをしている。ここではओ࣠を౦西に͚た長方ܗのൣғに
遺物がີ集し、このൣғの౦西ลから࣭のணしたఝが出土している。݁؍果も౿まえ、
ここから出土した遺物は組߹式でఝݻఆの容器ʢҎ下、୯にʮശʯとするʣにೖれられていた
とਪఆされる。
ശ内চ໘からは、大量のమ᭲とฑの࣫ບが出土した。మ᭲はଋになっており、西ଆลと౦
ଆล、ശの中ԝۙにまとまって10数ଋが出土している。さらにこの上からは、馬具がંり重なっ
て出土している。ശの北౦۱ۙでは、႗文৺༿ܗҍ༿３点、ᑜ༿ܗҍ༿５点、Ψϥε০Ӣ
च１点・ಉ௰ۚ具３点、ു状Ӣच１点・ಉ௰ۚ具３点、環状ڸ൘１ۻ点、ླ数点が出土した。
また、これらの馬具とંり重なって円文をଧち出したബいۚಔ൘ʢҎ下、ʮタイϓᶃʯとするʣが
出土しているが、அย化しており現在のとこΖछผはෆ໌である。ೆ౦۱ۙでは、環状ڸ൘ۻ
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Fig.2　船原古墳現況地形計測図（S=1/400）
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１点、ᑜ༿ܗҍ༿１点、ंྠ文ڸ൘１ۻ点、ླ数点が出土している。また、タイϓᶃಁூを
施したۚಔ൘ʢҎ下、ʮタイϓᶄʯとするʣも出土しているが、はりஅย化していてछผはか
らない。このۙからശ内北西۱ۙにか͚てऄ行状మ器３点が֬ೝされている。ശの中ԝۙで
は、ೋ࿈ࡾ༿文৺༿ܗҍ༿１点、ᑜ༿ܗҍ༿１点、า༳০ۚ具ʢӢचʣ３点が出土した。また、
中ԝ部ೆ西寄りではླ数点がまとまって出土している。西ଆลۙからは、Ֆڸܗ൘１ۻ点、
円ڸܗ൘１ۻ点、環状ڸ൘１ۻ点、Ֆܗҍ༿３点、文৺༿ܗҍ༿１点、ᑜ༿ܗҍ༿２点、
า༳০ۚ具ʢӢचʣ１点、ๅचു状Ӣच１点・ಉ௰ۚ具５点、ു状Ӣच１点・ಉ௰ۚ具７点、
中৺部ผࡐ௰ۚ具１点が出土した。さらに、西ଆลۙでは、タイϓᶃ・ᶄがڞにഁย化した状
ଶで出土している。なお、西ଆลの北۱に࣫ບとమ൘ࡐからなる遺物が֬ೝされており、छผ
はෆ໌であるが、のՄੑもある。
ശの֎でも遺物が֬ೝされている。ശの౦ଆลۙ、土坑ೆ౦۱のนࡍからమח̪ܗࣈਕઌ、
మිの具がまとまって出土した。ശ中ԝۙのೆଆからは、ۚのഩが༗࣭ػとともに出土し
た。この西寄りではচからුいた状況で༗࣭ػがݕ出され、ͦの上でླ２点が出土している。

注１．調査区の基本層位土坑埋土の層序についてはʰ船原古墳ᶗʱをࢀরされたい。
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第５章　１号土坑出土遺物
第１節　出土遺物の概要
１号土坑からはഁยもؚめて 500 点Ҏ上の遺物が出土しており現在も整理作業を行っている。
ͦの中でこれまでに໌らかになって͖た遺物のछผとͦの数量について TBC�1 にまとめた。各遺
物のৄࡉについては次節でड़る。

第２節　出土遺物について
１．馬具
ʢ１ʣۻ
ं、１点ۻ൘ڸܗ１点、Ֆۻ൘ڸܗは全部で６点出土している。内༁は、ౙ文৺༿ۻ
ྠ文ପ円ڸܗ൘１ۻ点、円ڸܗ൘１ۻ点、環状ڸ൘２ۻ点である。
ౙ文৺༿ڸܗ൘ۻは、とࠨӈのڸ൘、Ҿ手が出土した。ڸ൘は、ۚಔுの地൘మ൘に
文༷൘とԑۚを重Ͷてමでཹめている。地൘まで؏通しているමは一部で他は০මである。はమ
で、Ҿ手はڸ൘ཪ໘のཹめでڸ൘に࿈݁されている。Ҿ手はۚಔのೋઢҾ手で、これは
。൘の֎ଆでに࿈݁しているڸ
Ֆڸܗ൘ۻは、とࠨӈのڸ൘、Ҿ手が出土している。ڸ൘は立ฉまで一ମで作られており、
地൘మ൘に文༷൘とۚಔ൘を重Ͷ、पғ３か所と立ฉ２か所をමでཹめている。文༷൘は立ฉ下
の֯ࡾ文と６か所の円文をଧちൈいている。ڸ൘のཪ໘、地൘మ൘には༡環がݻఆされている。
とҾ手はいͣれもこの༡環に࿈݁している。Ҿ手はʮくʯのࣈҾ手である。
ंྠ文ପ円ڸܗ൘ۻは、とࠨӈのڸ൘、Ҿ手の一部が出土している。ڸ൘は立ฉまでを１ຕ
のమ൘で作っており、これをりൈいてंྠ文をද現している。⇓具は立ฉとはผ作りで、中৺に
れࠐΈをೖれた立ฉをۚに通しંりࠐんでݻఆしている。は、ڸ൘のཪଆでࠨӈにಥىを作っ
てಈ͖をԡさえるಛघなܗଶである。Ҿ手はڸ൘の֎ଆでに࿈݁する一本Ҿ手である。
円ڸܗ൘ۻは、とࠨӈのڸ൘、Ҿ手が出土した。ڸ൘は地൘మ൘にۚಔ൘をඃͤてමでཹめ
たものである。地൘は立ฉまでを一ମに作っており、中ԝは༡環をೖれるために長方ܗのを２つ
։͚ている。ۚಔ൘は࢛方４か所をදଆにυーϜ状にଧち出して円文を作り、円文のԑには小さな
点ඳが一प८る。また、中ԝのॎ長長方ܗの部もදଆにଧち出している。このような文༷置お
よび構のڸ൘は他に例がない。ڸ൘のཪ໘には༡環がݻఆされており、はこの༡環に࿈݁して
いる。Ҿ手は༡環に࿈݁したのҾ手ଆの環に࿈݁する一本Ҿ手である。
２点ある環状ڸ൘ۻはいͣれも立ฉである。うち１つはยଆのڸ൘とҾ手、の一部が出
土している。ڸ൘は、環状でઌが࿈݁する。Ҿ手はこのに࿈݁するʮくʯのࣈҾ手である。も
う一方はࠨӈのڸ൘とҾ手もしくはの一部が出土したが、現状ではৄしい構はෆ໌である。
ʢ２ʣҌ
Ҍは全部で５点が出土している。うち１点はۚಔҌであり、３点はమ䧧ۚ具ೋ٭ම状ۚ
具が伴うҌ、もう１点は࣭からҌとਪఆされるものである。
ۚಔҌの前ྠと後ྠはԑۚが出土した。また、үۚ具のԑۚとߟえられるഁยと䧧ۚ具１点が
出土している。䧧ۚ具は座ۚと⇓具、٭からなる。座ۚは円ܗで、⇓具はྠۚのΈでۚはない。
。͚ている͖רは⇓具の基部のԣに٭
మの䧧ۚ具は、２点１ରのηοτが２ର、ͦれとはผに２点が出土している。いͣれも座ۚと
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Tab.1　船原古墳１号土坑出土遺物一覧

CT 写真
馬具 6

忍冬唐草文心葉形鏡板付轡 1 北側 図版1-1～1-3 カラー図版1-1～1-3
花形鏡板付轡 1 南側箱内西側 図版1-4～1-6 -
車輪文楕円形鏡板付轡 1 南側箱内南東隅 図版2-1～2-2 カラー図版1-4～1-5
円形鏡板付轡 1 南側箱内南東隅 図版2-3～2-5 -
環状鏡板付轡 1 南側箱内西側 図版3-1 -
環状鏡板付轡 1 南側箱内南東隅・西側 図版3-2 カラー図版1-6

5
金銅装鞍 1 北側 図版3-3 -
木製鞍 4 北側 図版3-4 -

中央 図版3-5 -
北側 図版3-6～4-6 -

南側箱外 - -
7

鉄製壺鐙 1 図版5-1 -
木製鐙 6 北側 図版5-2～5-3 -

中央 図版5-4～5-5 -
北側 図版6-1～6-2 -
北側 図版6-3～6-4 -

南側箱内北東隅 図版6-5～6-6 -
北側 図版6-7～6-8 -

19
鳳凰文心葉形杏葉 3 南側箱内北東隅 図版7-1～7-4 カラー図版2-1～2-6
花形杏葉 3 南側箱内西側 図版7-5～8-3 -
二連三葉文心葉形杏葉 1 箱内中央 図版8-4 カラー図版3-1～3-3
唐草文心葉形杏葉 1 箱内西側 図版8-5 -
心葉形杏葉 1 南側箱内南東隅 図版8-6 -
棘葉形杏葉 10 南側箱内各所 図版9-1～9-10 カラー図版3-4

8
金銅製歩揺付飾金具(雲珠) 4 南側箱内中央 図版10-1～10-4 カラー図版4-1
ガラス装飾付雲珠 1 南側箱内北東隅 図版10-5 カラー図版4-2
宝珠付鉢状雲珠 1 南側箱内西側 図版10-6
鉢状雲珠 2 南側箱内北東隅・西側 図版11-1～11-2 カラー図版4-3

25
ガラス装飾付辻金具 9 北側・南側箱内北東隅 図版11-3～12-6 カラー図版4-4～5-3
宝珠付鉢状辻金具 5 南側箱内西側 図版13-1～13-5 -
鉢状辻金具 10 南側箱内北東隅・西側 図版14-1～15-3 カラー図版5-4～5-5
中心部別材辻金具 1 南側箱内西側 図版15-4 カラー図版5-6

1
障泥 1 北側 図版15-5～15-7 -

30
大 6 南側箱内各所 図版16-1～16-6 -
中 8 南側箱内各所・南側箱外 図版17-1～17-5 -
小 16 南側箱内各所 図版18-1～19-6 -

1 中央 - カラー図版6-1
3 南側箱内各所 図版20-1～20-6 -

武器 不明 南側箱内各所 図版21-1～21-8 カラー図版6-6

弭 3 北側 図版22-1～22-3 カラー図版7-1
両頭金具 不明 北側 - -

武具 1 中央 カラー図版8-1～8-3 図版27-1～28-7 
農工具 4

Ｕ字形刃先 1 南側箱外 図版22-4 カラー図版7-2
鉄斧 2 南側箱外 図版22-5～22-6 カラー図版7-3
鉄鎌 1 南側箱外 図版22-7 カラー図版7-4

その他 34 南側箱内各所・箱外 図版23-1～26-3 カラー図版7-5

144

小札甲

釘

合計

障泥

鈴

馬胄
蛇行状鉄器
鉄鏃
弓

図版番号
出土位置

辻金具

大別 器種 分類 点数

轡

鞍

鐙

杏葉

雲珠
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⇓具、٭からなる。座ۚは円ܗで⇓具はྠۚのΈ、٭は⇓具の基部のԣに͖ר͚るものである。
ʢ３ʣಂ
ಂは７ର出土している。うち１ରはమಂであり、これҎ֎はమのۚ具がくಂとਪఆ
される。
మಂは、大ܕのउܗࢠᆵಂである。ᆵ部に長方ܗのฑがく。ۚ具ฌ庫の構は現在
のとこΖෆ໌である。
మのۚ具は、⇓具、ฌ庫、ۚ具が一࿈となったもの２点２ରと、ۚ具２ର、ͦして２
ରとߟえられるۚ具のഁยが出土している。⇓具、ฌ庫、ۚ具が一࿈になったものは、ྠ
ۚにۚがく⇓具、ฌ庫３点、上部が̪ܗࣈで３か所මଧちのۚ具からなる。ۚ具のΈの
ものも上部が̪ܗࣈもしくはίܗࣈで２か所ないし３か所のමଧちとߟえられる。
ʢ４ʣҍ༿
ҍ༿は、６छྨ 19点が出土している。छྨผの内༁は、႗文৺༿ܗҍ༿３点、Ֆܗҍ༿３点、
ೋ࿈ࡾ༿文৺༿ܗҍ༿１点、ᑜ༿ܗҍ༿ 10点、文৺༿ܗҍ༿１点、৺༿ܗҍ༿１点である。
႗文৺༿ܗҍ༿は、地൘మ൘にۚಔ൘をඃͤ、ͦ の上に文༷൘とԑۚを重Ͷてමでཹめている。
地൘まで؏通しているමは一部で他は০මである。文༷はࠨӈରশの႗文である。立ฉは֡ۚ
具で３මଧちである。
Ֆܗҍ༿は、地൘మ൘に文༷൘を重Ͷてपғ３か所と立ฉ２か所をමでཹめている。文༷൘は６
か所の円文と立ฉ下１か所の֯ࡾ文をଧちൈいている。
ೋ࿈ࡾ༿文৺༿ܗҍ༿は、地൘మ൘の上に文༷൘、ͦの上にԑۚを重Ͷてपғ６か所をමでཹめ
ている。文༷൘にはࡾ༿文をࠨӈରশに置している。立ฉは֡ۚ具で３මଧちである。
文৺༿ܗҍ༿は、地൘మ൘に文༷൘を重Ͷてपғ６か所をමでཹめている。文༷はࠨӈରশ
の文である。立ฉにはԣの立ฉが։͚られている。
৺༿ܗҍ༿は地൘మ൘の上に文༷൘を重Ͷてමでཹめている。最大෯は６ᶲ΄どとਪఆされ、他
の৺༿ܗҍ༿よりも一ճり小さく、ผのछྨであるとߟえられる。文༷は文のようであるがはっ
͖りしない。
ᑜ༿ܗҍ༿はమ൘１ຕ作りで、他に文༷൘のࠟ跡はೝめられない。立ฉまで一ମで作る。ݞ部
の྆には小さなஈ、部の྆にも小さなಥىがいている。立ฉにはۚ具をऔり͚るため
のԣのが։͚られている。
ʢ５ʣӢच
Ӣचは５छྨ 13点が出土している。छྨผの内༁は、ۚಔา༳০ۚ具ʢӢचʣ４点、Ψϥ
ε০Ӣच１点、ๅचു状Ӣच１点、ു状Ӣच２点である。ു状Ӣच２点は、αイζがҟなる
ためผのछྨとਪఆされる。
ۚಔา༳০ۚ具ʢӢचʣは、文をಁூした֯ܗの座を伴うもの４点と、現状で座
が֬ೝで͖ͣ上部の০りのΈのものとがある。Ӣचは座の中৺と֯に支பを立てる。中৺の支ப
は他より大͖く、ࡿ状にがる̔本の手のઌにͦれͧれ০りをਨ下する。座は上からݟるとՖ
หܗになっている。支பઌは֯ܗのଆ໘にߔがூられていて上からݟるとこちらもՖܗをఄす
る。ਨ০はܗでらかなۂ໘をなす。上部にはが։͚られ、手に通している。６か所の支
பは小ܕで、中৺の支பとಉじくࡿ状にがる４本の手に০りをਨ下している。支பの座は
υーϜ状となり、支பઌは֯ܗになるように໘औりしている。ਨ০は中৺の支பのものとҟ
なり全ମにፏ平でԑがり上がるܗ状をしている。座の各ลの中ԝには２１ݸରの小さなが։
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͚られている。
Ψϥε০Ӣचは、中৺部にΨϥεの০りをऔり͚たものである。Ψϥεの০りは、ԑをؙ
くંり上げたυーϜ状のಔ൘の上に重Ͷられ、ྠۚのཪଆからはめࠐまれている。ྠۚと٭は一ମ
作りで、٭の間ִはෆۉな６٭である。٭はいͣれも３මଧちである。ྠۚのෲ部は３ஈの֊ஈ
状になっている。
ๅचു状Ӣचは、中৺のυーϜ部から٭までを一ମで作っている。υーϜ部の点にはๅचܗ
の০りがく。٭はいͣれも１මଧちである。
ു状Ӣचとしたものはๅच০りがかないタイϓで、いͣれもυーϜ部から٭までを一ମで作る。
大͖いものを̖、小さいものを̗とする。̖は６٭残るが、٭をۉにすると̔٭に෮ݩで͖る。
残ଘしている٭はいͣれも１මଧちである。̗はബ手のۚಔで４٭残り、いͣれも１මଧちであ
る。
ʢ６ʣ௰ۚ具
௰ۚ具は全部で５छྨ 25点が出土している。छྨผの内༁は、Ψϥε০௰ۚ具̕点、ๅच
ു状௰ۚ具５点、ു状௰ۚ具 10点、中৺部ผࡐ௰ۚ具１点である。
Ψϥε০௰ۚ具は、Ψϥε০Ӣचとಉ༷のٕ法で中৺部にΨϥεの০りをऔり͚てい
る。ྠۚと٭は一ମ作りで、３මଧちの٭が４٭いている。ྠۚのෲ部は３ஈの֊ஈ状である。
ๅचു状௰ۚ具は、中৺のυーϜ部から٭までを一ମで作る。υーϜ部の点にはٿ状の০
りがく。٭は４٭でいͣれも１මଧちである。
ു状௰ۚ具としたものはๅच০りがかないタイϓで、いͣれもυーϜ部から٭までを一ମで作
る。٭は４٭とਪఆされすて１මଧちである。υーϜ部にྏが立つもの７点とྏが立たないもの
３点があり、後者はۚಔで前者よりബ手である。
中৺部ผࡐ௰ۚ具は、ྠۚと٭を一ମで作ったۚಔの部のΈが残っており、中৺部にはผの
০りがऔり͚られていたとਪఆされる。٭は４٭ありࠜݩに２මをଧつ。
ʢ７ʣোట
োటのۚ具が３点出土している。ۚ具は৺༿ܗの座ۚ具とͦの上ԑ部の立ฉ状の部にऔり
͚た⇓具からなる。座ۚ具は࢛方に２１ݸରの小が։͚られており、一部にමのࠟ跡が残る。
⇓具はԑۚにۚがく。
ʢ̔ʣླ
ླは全部で 30点出土している。大͖さから３छྨに͚られ、内༁は大ܕが６点、中ܕが̔点、
小ܕが 16点である。
７ܘᶲҎ上のものを大ܕとした。最大のものはܘ 12ᶲである。青ಔで上からݟるとീ
が１か所։͚られている。ླのである。ླの上部には小ܗも円をఄする。ᭃはؙく、ᭃܗ֯
中৺ۙはಥଳを３本८らͤている。ླޱのपりにはଳ状のԑがく。ླޱとᭃޱの͖はޓいҧ
いとなる。
４ܘʙ５ᶲ΄どの大͖さのものを中ܕとした。青ಔで２छྨがある。一方は、基本的なܗଶ
が大ܕとྨࣅし、上からݟたと͖にീ֯ܗをఄする。ᭃとᭃはؙい。上部には大ܕとಉ༷、
小が１か所։͚られている。ಥଳが２本८り、ླޱのपりには、ଳ状のԑがく。ᭃとླޱは
平行となる。中にೖれられたؙが֬ೝで͖る事例もある。もう一方は、上部と下部をผに作っ
て߹Θͤている。߹Θͤ目には௳が͖、上部の点にはผ作りのᭃがく。
小ܕのླは２ܘʙ３ᶲ΄どのۚಔである。上部と下部はผ作りで、߹Θͤ目には௳が
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く。ླޱの྆は円ܗになっている。ླをਨ下するため、点のۚ具はׂりϐン状としている。
ʢ̕ʣ馬ᡡ
馬ᡡは１点出土した。మで、馬にඃͤたܗの໘෴部、ͦの後にਨに立てられた൳部、
໘෴部の྆ଆにਨ下した当部から構成される。໘෴部は、上൘１ຕ、ଆ൘２ຕの߹３ܭຕのమ൘
からなる。上൘をׂしないタイϓのもので、馬のֹからඓઌまでを１ຕの上൘が෴い、ͦのଆล
にଆ൘を下重Ͷしてමでཹめている。൳部は円ܗの１ຕのమ൘で作られており、໘෴部の上を
ંり上げて、ͦこに൳部を上重Ͷしてමでཹめている。当部は円ܗの１ຕのమ൘をࠨӈଆ൘の
下にͦれͧれ൪を用いてਨ下している。൪はۚ具２点からなり、ࠨӈ各２組、４ܭ組を使い、
໘෴部のଆ൘と当部にͦれͧれ３මଧちでཹめている。馬ႀを಄部にݻఆするためのֵଳをऔ
り͚る⇓具は全部で６か所作る。⇓具のऔり͚は、໘෴部のଆ൘下部中৺より前方、ಉじ
く໘෴部のଆ൘後方下、当部の下前方の３か所でࠨӈରশである。؟は໘෴部の上൘
とଆ൘にまたがってପ円ܗに։͚られている。؟部の上後方と໘෴部のඓઌはۂ໘的にଧち出さ
れ、立ମ的に上げられている。
ʢ10ʣऄ行状మ器
３点出土している。ৄࡉなܗଶが֬ೝで͖たものは、ۂ部とऄ行部、ା部がผに作られている。
ۂ部は̪ܗࣈで、部を֎ଆにۂげてྠを作る。ऄ行部は６か所۶ۂしており、ۂ部ଆから２
ճのऄ行は 180� ۙく、ͦの後は 90� 前後の֯度でऄ行する。
ʢ11ʣͦの他
土坑ೆଆശ内の౦西小ޱۙで֬ೝされたۚಔ൘は２छྨが֬ೝされている。１ܘDN΄どの
円文をྻ状にଧち出し、ͦのपғに小さな点ඳをෆنଇに置したタイϓᶃ。ಁூとໟூ・点ඳを
施したタイϓᶄとがある。タイϓᶃはܘ 0�5DN΄どのමを２DN΄どの間ִでଧっている。タ
イϓᶄは、小ܕのླ本ମと上部のׂりϐン状ۚ具との間に位置するものがෳ数֬ೝで͖ることから、
ここにऔり͚られていたとߟえられる。いͣれも現在のとこΖछผはෆ໌である。

２．武器
ʢ１ʣమ᭲
మ᭲ଋのओମとなっているのは྆ਕの長ᰍ᭲で、ฑにணされた状ଶである。ଋの୯位はෆ໌
であるが、一部のଋのද໘にމ㩬ۚ具މ㩬に由དྷするとߟえられる࣭ણҡが᭕ணしているこ
とから、े数本から数े本の୯位で具にೖれられていたとਪఆされる。
ʢ２ʣٷ
は࣫ృりである。遺ଘしている࣫ບから、10ٷ ʙ 12 ுあったとߟえられる。ٷの部か
らはۜのኤが３点出土している。出土状況からٷにணされた状ଶとਪされる。

３．武具
ʢ１ʣ小札甲
現地では部位、全ମ構のѲがしかったため、上໘に位置するものから、まとまり、ਫ平方
の小札のつながりをଊえながらऔり上げを行った。現在は、まとまりごとにऔり上げた小札のΫ
リーニングをਐめているஈ֊にある。ͦのため、ຕ数、構成は֬ఆしていない。全ମ的には෯2�2DN
前後で、１ྻのものがओମである。平札は長さ̕DN、8�5DN、̔DNがओମとなる。ࠊ札はΏ
るかに۶ۂしたもので、上下部のંりۂげはෆ໌ྎである。長さは13ʙ14DN΄どである。また、
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上部をදにંりۂげたݸମがあり、ᡫの部で、ݞ甲につなげる部とߟえられる。
土にしていた小札が多く、全ମ的に༗ػ物の遺ଘ状況はྑくない。ただ、土にしていない
小札と小札の間には௲のֵඥが֬ೝで͖るものもある。小札の下は෴ྠ状にֵをあてるもの
もあるようである。
また、࣫ࠇບが小札間にڬまっているものもݟられる。࣫ບはஅย的であるが、が֬ೝで͖る
こと、出土時には方ܗをఄする߹もあったことから、馬甲の࣫ృりֵを組Έ߹Θͤたもの
ではないかとߟえられる。

４．農工具
ʢ１ʣ̪ܗࣈਕઌ
ਕઌは１点出土している。残ଘ長ܗࣈ̪ 17�1DN、最大෯ 17�9DN。෮ݩਕ部෯は４DNఔ度と
く使用によってຎしているものとਪ測される。ࣖ部ۙではਕをܗ成ͤͣஅ໘のઌは໘を
なしている。内ଆのߔはࣖ部までܗ成されているが、ฑのࠟ跡は֬ೝで͖ない。
ʢ２ʣమි
ା状మිが２点出土した。
一つは全長 13�5ᶲ、最大෯ 8�0DNで΄΅ܗである。ା部は෯ 4�6DN、厚さ 3�6DNとԣஅ໘
がԣ長のପ円ܗをఄする。ดじ߹Θͤはີணしている。ା部のఈはਫ平ではなくࣼめになっている。
ା部内にฑのࠟ跡は残っていない。ਕ部はݞがுる༗ݞ式で、ઌに͚てなだらかにがる。
もう一方は全長 8�8ᶲ、最大෯４DNで΄΅ܗ、ା部ԣஅ໘はԣ長のପ円ܗで、ดじ߹Θ
ͤはີணしている。ਕ部はݞがுる༗ݞ式であり、ݞ部からਕ部ઌにか͚てはあまりがら
ないܗ状である。
ʢ３ʣమח
మחは１点出土している。全長 16�2DN、基部෯ 2�5DNで、全ମにബ手である。基部全ମをં
りฦしてண部をܗ成している。ંりฦしは部にରして΄΅֯である。基部のંりฦしをදに
く、いΘΏるʮંりฦしԵٕ法ʯʢ注１ʣで作されている。このٕ法をたと͖にๆがӈを͚
用いたమחは日本ྻౡではগ数である一方、ேౡではओྲྀをめる。

５．釘
ఝは 30本Ҏ上出土している。いͣれもମ部ԣஅ໘が方ܗをなす֯ఝであり、法量から大͖くೋ
つにྨで͖る。一つはମ部一ลが 0�5ᶲఔ度、全長はܗのもので 7�4ᶲの大ܕである。಄部
はମ部よりுり出すּܗをఄする。もう一つはମ部一ลが 0�2 ʙ 0�3ᶲఔ度、全長はܗのも
ので３ᶲ前後の小ܕである。಄部はମ部からுり出すፏ平なּܗをఄする。ఝの大部には࣭
がணしており、目の方がҟなるೋछྨの࣭が֬ೝで͖るものが多い。出土状況もふまえる
と土坑内にあったとߟえられるശを組Έ立てるために用いられていたとਪఆされる。

注１．出ൺ࿊ࢤ 1967ʮ具మ器化のೋつの画ظʯ
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第６章　まとめ
これまでの調査によって、ओ要な遺物のछผと点数が໌らかになって͖た。馬具は６ۻ点、Ҍ５
点、ಂ７ର、ҍ༿６छྨ 19点、Ӣच５छྨ 13点、௰ۚ具５छྨ 25点、োట１点、ླ 30点、馬
ᡡ１点、ऄ行状మ器３点、武器はమ᭲多数、ٷ 10 ʙ 12 ு、武具は小札甲１ྖ、具は̪ܗࣈ
ਕઌ１点、మි２点、మ１ח点が֬ೝされている。馬具に注目すると、ಂが７ରで最も多いが、う
ち２ରはഁยで実数を֬ఆするにࢸらない。したがって、現状ではۻの６点が֬実な最大数となり、
１号土坑には最多で６ηοτの馬具がೖれられていたとߟえられる。一方で、ҌӢच、௰ۚ具、
োటなど数量がりないものもあり、馬具のηοτ関係についてはさらにݕ౼するඞ要がある。
また、Ϋリーニング̘̩画像のղੳ、࣭ࡐੳのਐలに伴い、一部の遺物についてܗଶ構
が໌らかになって͖た。ͦの݁果、Ψϥε০のӢच・௰ۚ具のように国内では֬ೝされておら
ͣ、ேౡにٻめられる遺物があることが໌らかになった。このようなものには、他に馬ᡡ、ऄ
行状మ器がある。一方で、ౙ文৺༿ڸܗ൘ۻ႗文৺༿ܗҍ༿のように、国内にྨ例
はあるがಛに༏れたٕ法で作られた遺物があることも໌らかになった。ただし、学術的な位置͚
は今後さらにݕ౼するඞ要がある。Ճえて一部の遺物の作時ظが土坑の時ظよりもることにつ
いては、作から埋納までの時間ࠩがあることをふまえઆ໌するඞ要がある。
遺物出土状況は、ओ要な遺物の出土位置大まかな上下関係、のശのଘ在がѲで͖、土
坑内にお͚る遺物の置状況についてগしͣつ໌らかになって͖た。しかし、馬具がֵଳでつながっ
た状ଶでೖれられていたのか、ݸʑの遺物がԿらかの容器にೖれられていたのかなどについてはະ
ղ໌で、各遺物पลからݕ出された༗࣭ػを多֯的にରൺ・ݕ౼することで໌らかにしていか
な͚ればならない。また、各遺物が土坑にೖれられた時の͖重なりなどについても、ͦの後༗
ղ໌するඞ要が・౼ݕが৯し土ѹの自然Ӧҝによって遺物が原位置からಈかされた過ఔを࣭ػ
ある。このことが墳ٰ֎の埋納行ҝの意ٛのղ໌につながるとߟえている。
船原古墳の正式な報告書は 2020 年度ʙ 2022 年度の３か年にΘたりץ行する༧ఆである。上記
Ҏ֎にもղ໌す͖点は多くあり、本概要報告書を経て今後さらに調査研究をਐめてい͖たい。
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図　　൛





図版１ 

1.忍冬唐草文心葉形鏡板付轡（鏡板 CT画像） 

2.忍冬唐草文心葉形鏡板付轡（貫通鋲 CT画像） 

3.忍冬唐草文心葉形鏡板付轡（銜と引手 CT画像） 

※鏡板の横断面．上が表面で下が裏面．鏡板裏から表に端

部が出ているのが銜で、鏡板表に引手が連結している．

4.花形鏡板付轡（鏡板 CT画像） 

5.花形鏡板付轡（鏡板断面 CT画像） 

※鏡板の横断面．上が表面で下が裏面．真ん中の上に膨ら

んだ部分が中央の円文で、両脇のへこんだ部分が周囲に

配された円文． 

6.花形鏡板付轡（銜と引手 CT画像） 

※鏡板の横断面．上が表面で下が裏面．鏡板裏の輪が遊環

で、そこに銜と引手が連結している． 



図版２ 

1.車輪文楕円形鏡板付轡（鏡板 CT画像） 

2.車輪文楕円形鏡板付轡（銜と引手 CT画像） 

※鏡板の横断面．下が表面で上が裏面．鏡板裏から表に銜

の端が出ている．

3.円形鏡板付轡（鏡板 CT画像） 

4.円形鏡板付轡（銜と引手 CT画像） 

※鏡板の裏の縦断面．画面中央の遊環の断面に銜(画面右上

に伸びているもの)が連結し、この銜に引手(画面右下に

伸びているもの)が連結する．

5.円形鏡板付轡（円文部点描 CT画像） 

※鏡板表面の円文部分の拡大画像．円文の周囲に小さな点

描が一周巡る．



図版３ 

1.環状鏡板付轡（2点のうちの 1点の鏡板 CT画像) 

2.環状鏡板付轡（2点のうちもう1点の鏡板CT画像） 

3.金銅装鞍（鞖金具 CT画像） 

4.鉄製鞖金具（CT画像） 

5.鉄製鞖金具（CT画像） 

6.鉄製鞖金具（CT画像） 



図版４ 

1.二脚鋲状金具（CT画像） 

2.二脚鋲状金具（CT画像） 

3.二脚鋲状金具（CT画像） 

4.二脚鋲状金具（CT画像） 

5.二脚鋲状金具（CT画像） 

6.二脚鋲状金具（CT画像） 



図版５ 

 

1.鉄製壺鐙（CT画像） 

 

2.鐙の吊金具・兵庫鎖（CT画像） 

 

3.鐙の吊金具・兵庫鎖・鉸具（CT画像） 

 

4.鐙の鉸具（CT画像） 

 

5.鐙の吊金具・兵庫鎖・鉸具（CT画像） 

 

 

  



図版６

1.鐙の吊金具（CT画像） 

2.鐙の吊金具（CT画像） 

3.鐙の吊金具（CT画像） 

4.鐙の吊金具（CT画像） 

5.鐙の吊金具（CT画像） 

6.鐙の吊金具（CT画像） 

7.鐙の吊金具（CT画像） 

8.鐙の吊金具（CT画像） 



図版７

1.鳳凰文心葉形杏葉（CT画像） 

2.鳳凰文心葉形杏葉（貫通鋲 CT画像） 

3.鳳凰文心葉形杏葉（CT画像） 

4.鳳凰文心葉形杏葉（CT画像） 

5.花形杏葉（CT画像） 

6.花形杏葉（文様板断面 CT画像） 

※鏡板の横断面．下が表面で上が裏面．一段へこんでいる

(上に窪んでいる部分)部分が円文の部分． 



図版８

1.花形杏葉(上半分)（CT画像） 

2.花形杏葉(下半分)（CT画像） 

3.花形杏葉（CT画像） 

4.二連三葉文心葉形杏葉（CT画像） 

5.唐草文心葉形杏葉（CT画像） 

6.心葉形杏葉（CT画像） 



図版９ 

1.棘葉形杏葉（CT画像） 2.棘葉形杏葉（CT画像）3.棘葉形杏葉（CT画像） 4.棘葉形杏葉（CT画像） 

5.棘葉形杏葉（CT画像） 6.棘葉形杏葉（CT画像）7.棘葉形杏葉（CT画像）8.棘葉形杏葉（CT画像） 

9.棘葉形杏葉（CT画像） 10. 棘葉形杏葉（CT画像） 



図版 10

1.金銅製歩揺付飾金具（雲珠）（STL画像） 

2.金銅製歩揺付飾金具（雲珠）（STL画像） 

3.金銅製歩揺付飾金具（雲珠）（CT 画像） 

4.金銅製歩揺付飾金具（雲珠）（CT 画像） 

5.ガラス装飾付雲珠（CT 画像） 

6.宝珠付鉢状雲珠（CT 画像） 



図版 11 

1.鉢状雲珠Ａ（CT画像） 

2.鉢状雲珠Ｂ（CT画像） 

3.ガラス装飾付辻金具（CT画像） 

4.ガラス装飾付辻金具（CT画像） 

5.ガラス装飾付辻金具（CT画像） 

6.ガラス装飾付辻金具（STL画像） 



図版 12

1.ガラス装飾付辻金具（STL画像）

2.ガラス装飾付辻金具（STL画像） 

3.ガラス装飾付辻金具（STL画像） 

※上のガラス装飾の部分が欠損した個体と同一個体であ

ると推定される． 

4.ガラス装飾付辻金具（STL画像） 

5.ガラス装飾付辻金具（STL画像） 

6.ガラス装飾付辻金具（STL画像） 



図版 13 

1.宝珠付鉢状辻金具（STL画像） 

2.宝珠付鉢状辻金具（CT 画像） 

3.宝珠付鉢状辻金具（CT 画像） 

4.宝珠付鉢状辻金具（CT 画像） 

5.宝珠付鉢状辻金具（CT 画像） 



図版 14

1.鉢状辻金具（STL画像） 

2.鉢状辻金具（CT 画像） 

3.鉢状辻金具（CT 画像） 

4.鉢状辻金具（CT 画像） 

5.鉢状辻金具（CT 画像） 

6.鉢状辻金具（CT 画像） 

7.鉢状辻金具（STL画像） 



図版 15 

1.鉢状辻金具（CT画像） 

2.鉢状辻金具（STL画像） 

3.鉢状辻金具（STL画像） 

4.中心部別材辻金具（STL画像） 

5.障泥吊金具（CT画像） 

6.障泥吊金具（CT画像） 

7.障泥吊金具（CT画像） 



図版 16

1.鈴（大型）（CT画像） 

2.鈴（大型）（CT画像） 

3.鈴（大型）（CT画像） 

4.鈴（大型）（CT画像） 

5.鈴（大型）（CT画像） 

6.鈴（大型）（CT画像） 



図版 17 

1.鈴（中型）（CT画像） 

2.鈴（中型）（CT画像） 

3.鈴（中型）（CT画像） 

4.鈴（中型）（CT画像） 

5.鈴（中型）（CT画像） 



図版 18

1.鈴（小型）（CT画像） 

2.鈴（小型）（CT画像） 

3.鈴（小型）（CT画像） 

4.鈴（小型）（CT画像） 

5.鈴（小型）（CT画像） 

6.鈴（小型）（CT画像） 



図版 19 

1.鈴（小型）（CT画像） 

2.鈴（小型）（CT画像） 

3.鈴（小型）（CT画像） 

4.鈴（小型）（CT画像） 

5.鈴（小型）（CT画像） 

※矢印で示したものが鈴 

6.鈴（小型）（CT画像） 



図版 20

1.蛇行状鉄器（湾曲部 CT画像） 

2.蛇行状鉄器（湾曲部 CT画像） 

3.蛇行状鉄器（蛇行部 CT画像） 

4.蛇行状鉄器（蛇行部 CT画像） 

5.蛇行状鉄器（袋部 CT画像） 

6.蛇行状鉄器（袋部 CT画像） 



図版 21 

1.鉄鏃束（CT画像） 

2.鉄鏃束（CT画像） 

3.鉄鏃束（CT画像） 

4.鉄鏃束（CT画像） 

5.鉄鏃束（CT画像） 

6.鉄鏃束（CT画像） 

7.鉄鏃束（CT画像） 

8.鉄鏃束（CT画像） 



図版 22

1.弭（CT画像） 

2.弭（CT画像） 

3.弭（CT画像） 

4.Ｕ字形刃先（CT画像） 

5.鉄斧（CT画像） 

6.鉄斧（CT画像） 

7.鉄鎌（CT画像） 



図版 23 

1.鉄釘（STL画像） 

2.鉄釘（STL画像） 

3.鉄釘（STL画像） 

4.鉄釘（STL画像） 

5.鉄釘（STL画像） 

6.鉄釘（STL画像 



図版 24

1.鉄釘（STL画像） 

2.鉄釘（STL画像） 

3.鉄釘（STL画像） 

4.鉄釘（STL画像） 

5.鉄釘（STL画像） 

6.鉄釘（STL画像） 



図版 25 

1.鉄釘（STL画像） 

2.鉄釘（STL画像） 

3.鉄釘（STL画像） 

4.鉄釘（STL画像） 

5.鉄釘（STL画像） 

6.鉄釘（STL画像） 



図版 26

1.鉄釘（STL画像） 

2.鉄釘（STL画像） 

3.鉄釘（STL画像） 



図版 27 

1.小札②下-9

2.小札②下-20-3

3.小札②下-15②-26

4.小札②下-22

5.小札⑨下 1-1

6.小札⑧上 3-5



図版 28 

4.小札⑦下 -6

5.小札⑧下-6-3

6.小札⑧上-2-2

1.小札⑥上-1

7.小札⑨下-5-2

2.小札⑥上-7

3.小札⑥下-2-2-5
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